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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の信号線と第２の信号線のシリアルデータを送受信するＵＳＢトランシーバであっ
て、
　前記第１の信号線と前記第２の信号線にデータ信号をドライブするドライバ回路と、
　前記第１の信号線と前記第２の信号線のデータ信号を差動入力する差動コンパレータ回
路と、
　前記第１の信号線のデータ信号を入力する第１のシングルエンデッドレシーバ回路と、
　前記第２の信号線のデータ信号を入力する第２のシングルエンデッドレシーバ回路と、
　前記第１のシングルエンデッドレシーバ回路の出力信号を遅延させる第１の遅延回路部
と、
　前記第２のシングルエンデッドレシーバ回路の出力信号を遅延させる第２の遅延回路部
と、
　前記差動コンパレータ回路の出力信号と前記第１の遅延回路部の出力信号と前記第２の
遅延回路部の出力信号とが入力される論理回路部とを具備し、
　前記論理回路部は、
　前記第１の信号線と前記第２の信号線のデータ信号が互いに逆位相でレベル変化した場
合において、
　前記第１の遅延回路部の出力信号を、前記差動コンパレータ回路の出力信号に基いて、
前記第１のシングルエンデッドレシーバ回路の出力信号のレベル変化を前記差動コンパレ
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ータ回路の出力信号のレベル変化に同期させた信号に変換して、
　前記第２の遅延回路部の出力信号を、前記差動コンパレータ回路の出力信号に基いて、
前記第２のシングルエンデッドレシーバ回路の出力信号のレベル変化を前記差動コンパレ
ータ回路の出力信号のレベル変化に同期させた信号に変換するよう構成した
　ことを特徴とするＵＳＢトランシーバ。
【請求項２】
　請求項１記載のＵＳＢトランシーバであって、
　前記第１の遅延回路部は、
　前記第１のシングルエンデッドレシーバ回路の出力信号の立ち上がり時のみ遅延させる
第１の立ち上がり遅延回路と、立ち下がり時のみ遅延させる第１の立ち下がり遅延回路と
を具備し、
　前記第２の遅延回路部は、
　前記第２のシングルエンデッドレシーバ回路の出力信号の立ち上がり時のみ遅延させる
第２の立ち上がり遅延回路と、立ち下がり時のみ遅延させる第２の立ち下がり遅延回路と
を具備し、
　前記論理回路部は、
　前記第１の立ち下がり遅延回路の出力信号と前記差動コンパレータ回路の出力信号とが
入力される第１のＡＮＤ回路と、
　前記第１の立ち上がり遅延回路の出力信号と前記第１のＡＮＤ回路の出力信号とが入力
されるＯＲ回路と、
　前記第２の立ち下がり遅延回路の出力信号と前記差動コンパレータ回路の出力信号とが
入力される第２のＡＮＤ回路と、
　前記第２の立ち上がり遅延回路の出力信号と前記第２のＡＮＤ回路の出力信号とが入力
されるＮＯＲ回路とを具備した
　ことを特徴とするＵＳＢトランシーバ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユニバーサル・シリアル・バス（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕ
ｓ：以下、ＵＳＢと略記）対応機器間で複数のデータ信号を転送するために、それらの機
器に搭載されＵＳＢを通じて複数のデータ信号を送受信するＵＳＢトランシーバに関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話、ＰＤＡ端末やノートパソコンなどの携帯電子機器や、その周辺機器の
接続には、ＵＳＢがよく利用されるようになってきている。
　このようなＵＳＢは、２本の信号線を用いてシリアルデータを伝送する方式であり、特
に、シリアルデータの受信回路においては、２本の信号線が、差動コンパレータ回路とシ
ングルエンデッドレシーバ回路に接続される。差動コンパレータ回路は、２本の信号線の
差分信号を出力し、シングルエンデッドレシーバ回路は、各信号線を波形整形し、コント
ローラ側に出力する。
【０００３】
　以上のような従来のＵＳＢトランシーバ（例えば、特許文献１を参照）について、図面
を用いて以下に説明する。このＵＳＢトランシーバは、リーク電流対策に関するものであ
り図３に示すような回路構成で示される。
【０００４】
　図３は従来のＵＳＢトランシーバの構成を示す回路ブロック図である。図３において、
３３ａ、３３ｂはＵＳＢデータの受信入力端子、３５は受信入力端子３３ａ、３３ｂから
のＵＳＢデータが入力信号となる差動コンパレータ回路、３６は受信入力端子３３ａから
のＵＳＢデータを入力信号に持つシングルエンデッドレシーバ回路、３７は受信入力端子
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３３ｂからのＵＳＢデータを入力信号に持つシングルエンデッドレシーバ回路、４０は差
動コンパレータ回路３５の出力端子、３８はシングルエンデッドレシーバ回路３６の出力
端子、３９はシングルエンデッドレシーバ回路３７の出力端子であり、ドライバ回路４１
は、コントローラ側からの制御端子である入力端子４２、４３のドライブ信号をバッファ
し、その出力信号により、ＵＳＢデータの受信入力端子３３ａ、３３ｂを共通使用する出
力端子を駆動するような回路構成になっている。
【０００５】
　ここで、ドライバ回路４１は、その出力信号が双方向・半二重動作をサポートする構成
になっている。また、差動コンパレータ回路３５はＭＯＳ差動アンプ等により構成され、
複数のトランジスタが必要であり、シングルエンデッドレシーバ回路３６、３７は論理バ
ッファによる比較的少数のトランジスタで回路が構成される。さらに、出力端子３８、３
９、４０はコントローラ側にデータを出力する。
【特許文献１】特開２００４－２９５４４５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記のような従来のＵＳＢトランシーバでは、その構成要素である差動
コンパレータ回路３５とシングルエンデッドレシーバ回路３６、３７との間で、それらの
回路構成規模が異なるため、ＵＳＢデータの受信入力端子３３ａ、３３ｂからの入力信号
に対して、各回路間の伝達遅延時間差により、各回路の出力端子３８、３９、４０から出
力される信号のスキューが大きくなってしまう。
【０００７】
　一方、それらの出力端子３８、３９、４０からの出力信号を入力信号とするコントロー
ラ側のマイコンは、例えばフルスピード（１２Ｍｂｐｓ）のＵＳＢデータを通信する場合
は、通常１２Ｍｂｐｓの４倍以上のサンプリングによりデータ処理を行うが、１２Ｍｂｐ
ｓ（パルス幅８３．３ｎｓ）の４倍サンプリング時のパルス幅は２０．８ｎｓであるため
、例えば、差動コンパレータ回路３５の出力端子４０側とシングルエンデッドレシーバ回
路３６、３７の出力端子３８、３９側とで、それらの各信号間の伝達遅延時間差が２０．
８ｎｓ以上になると、コントローラ側で、各信号の取り込みタイミングが互いにずれてし
まう。
【０００８】
　すなわち、各信号の取り込みタイミングによっては、出力端子３８、３９、４０の各信
号間で互いに動作上のタイミングずれが発生することになり、これらの各信号を受信した
コントローラ側のマイコンが動作エラーとなって、コントローラ側を含む当該システムの
誤動作の原因になる場合がある。
【０００９】
　以上のように、ＵＳＢトランシーバを構成する各回路間の伝達遅延時間差によって出力
信号のスキューが大きくなる様子を、図４を用いて以下に説明する。
　図４は図３を用いて説明した従来のＵＳＢトランシーバの各端子における電圧状態を示
す波形図である。ここで、ＰＡＣＫＥＴ期間は受信入力端子３３ａ、３３ｂのそれぞれか
らＵＳＢデータが互いに逆位相で入力される期間であり、ＥＯＰ期間は受信入力端子３３
ａ、３３ｂのそれぞれからＵＳＢデータが互いに同一位相で入力される期間である。また
、Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４は出力波形の時間軸上の各タイミングにおける遅延時間である
。
【００１０】
　図４に示す入力波形４０１のＵＳＢデータが受信入力端子３３ａに入力されると、シン
グルエンデッドレシーバ回路３６の出力端子３８には、受信入力端子３３ａの信号と同位
相の波形４０４が出力され、同様に図４に示す入力波形４０２のＵＳＢデータが受信入力
端子３３ｂに入力されると、シングルエンデッドレシーバ回路３７の出力端子３９には、
受信入力端子３３ｂの信号と同位相の波形４０５が出力される。
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【００１１】
　入力波形４０１、４０２のＵＳＢデータが受信入力端子３３ａ、３３ｂへ互いに逆位相
で入力される期間（ＰＡＣＫＥＴ）では、受信入力端子３３ａ、３３ｂからのＵＳＢデー
タを入力とする差動コンパレータ回路３５が動作し、出力端子４０には、入力信号に対し
て回路伝達時間に差が生じ、ロウレベルからハイレベルに変化する時に遅延時間Ｔ１を持
ち、ハイレベルからロウレベルに変化する時に遅延時間Ｔ３を持った波形４０３における
ＰＡＣＫＥＴ期間のような信号が出力される。
【００１２】
　次に、入力波形４０１、４０２のＵＳＢデータが受信入力端子３３ａ、３３ｂへ互いに
同一位相で入力される期間（ＥＯＰ）では、受信入力端子３３ａ、３３ｂからのＵＳＢデ
ータを入力とする差動コンパレータ回路３５は動作せず、通常は入力信号ノイズの影響を
受けないようにするため、その出力側を所定の電位レベル（図４においてはロウレベル）
に固定されている。したがって、出力端子４０には波形４０３におけるＥＯＰ期間のよう
な信号が出力される。
【００１３】
　なお、シングルエンデッドレシーバ回路３６とシングルエンデッドレシーバ回路３７と
の信号伝達時間差は、各シングルエンデッドレシーバ回路３６、３７と差動コンパレータ
回路３５との信号伝達時間差に対し、ほとんど無視できる時間差であり、図４において特
に図示していない。
【００１４】
　本発明は、上記従来の問題点を解決するもので、ＵＳＢを通じて受信した入力データ信
号に対して、差動コンパレータ回路とシングルエンデッドレシーバ回路の伝達遅延の時間
差を精度よく補正することができるＵＳＢトランシーバを提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記の課題を解決するために、本発明の請求項１記載のＵＳＢトランシーバは、第１の
信号線と第２の信号線のシリアルデータを送受信するＵＳＢトランシーバであって、前記
第１の信号線と前記第２の信号線にデータ信号をドライブするドライバ回路と、前記第１
の信号線と前記第２の信号線のデータ信号を差動入力する差動コンパレータ回路と、前記
第１の信号線のデータ信号を入力する第１のシングルエンデッドレシーバ回路と、前記第
２の信号線のデータ信号を入力する第２のシングルエンデッドレシーバ回路と、前記第１
のシングルエンデッドレシーバ回路の出力信号を遅延させる第１の遅延回路部と、前記第
２のシングルエンデッドレシーバ回路の出力信号を遅延させる第２の遅延回路部と、前記
差動コンパレータ回路の出力信号と前記第１の遅延回路部の出力信号と前記第２の遅延回
路部の出力信号とが入力される論理回路部とを具備し、前記論理回路部は、前記第１の信
号線と前記第２の信号線のデータ信号が互いに逆位相でレベル変化した場合において、前
記第１の遅延回路部の出力信号を、前記差動コンパレータ回路の出力信号に基いて、前記
第１のシングルエンデッドレシーバ回路の出力信号のレベル変化を前記差動コンパレータ
回路の出力信号のレベル変化に同期させた信号に変換して、前記第２の遅延回路部の出力
信号を、前記差動コンパレータ回路の出力信号に基いて、前記第２のシングルエンデッド
レシーバ回路の出力信号のレベル変化を前記差動コンパレータ回路の出力信号のレベル変
化に同期させた信号に変換するよう構成したことを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明の請求項２記載のＵＳＢトランシーバは、請求項１記載のＵＳＢトランシ
ーバであって、前記第１の遅延回路部は、前記第１のシングルエンデッドレシーバ回路の
出力信号の立ち上がり時のみ遅延させる第１の立ち上がり遅延回路と、立ち下がり時のみ
遅延させる第１の立ち下がり遅延回路とを具備し、前記第２の遅延回路部は、前記第２の
シングルエンデッドレシーバ回路の出力信号の立ち上がり時のみ遅延させる第２の立ち上
がり遅延回路と、立ち下がり時のみ遅延させる第２の立ち下がり遅延回路とを具備し、前
記論理回路部は、前記第１の立ち下がり遅延回路の出力信号と前記差動コンパレータ回路



(5) JP 4688703 B2 2011.5.25

10

20

30

40

50

の出力信号とが入力される第１のＡＮＤ回路と、前記第１の立ち上がり遅延回路の出力信
号と前記第１のＡＮＤ回路の出力信号とが入力されるＯＲ回路と、前記第２の立ち下がり
遅延回路の出力信号と前記差動コンパレータ回路の出力信号とが入力される第２のＡＮＤ
回路と、前記第２の立ち上がり遅延回路の出力信号と前記第２のＡＮＤ回路の出力信号と
が入力されるＮＯＲ回路とを具備したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　以上のように本発明によれば、ＵＳＢを通じて受信した入力データ信号に対して、差動
コンパレータ回路とシングルエンデッドレシーバ回路の伝達遅延の時間差を精度よく補正
することにより、ＵＳＢを通じて受信した差動形式の複数のデータ信号をコントローラ側
に送る際に、それら複数のデータ信号のレベル変化が同期するように、それらの信号間に
生じるレベル変化のタイミングずれ（スキュー）を常にかつ確実に最小状態に維持するこ
とができる。
【００１８】
　また、ＵＳＢの差動形式で受信した入力データ信号のどちらかが、外的要因などで入力
データ信号にレベル変化のタイミングずれが生じた場合でも、複数のデータ信号間に生じ
るレベル変化のタイミングずれを常にかつ確実に最小状態に維持することができる。
【００１９】
　以上により、ＵＳＢを通じてコントローラ側へ入力されたデータ信号に対して、コント
ローラ側のマイコンへの取り込みのタイミングずれをなくして、コントローラ側でのデー
タ信号の取り込みエラーの発生を抑えることができ、システム全体での誤動作を確実にな
くすことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施の形態を示すＵＳＢトランシーバについて、図面を参照しながら具
体的に説明する。
　図１は本実施の形態のＵＳＢトランシーバの構成を示す回路ブロック図である。図１に
おいて、３ａ、３ｂはＵＳＢデータの受信入力端子、５は差動コンパレータ回路、６はシ
ングルエンデッドレシーバ回路、７はシングルエンデッドレシーバインバータ回路、８は
シングルエンデッドレシーバ回路６の出力信号、９はシングルエンデッドレシーバインバ
ータ回路７の出力信号、１０、１３は立ち上がり遅延回路、１１、１２は立ち下がり遅延
回路、１４はＯＲ回路、１５、１６はＡＮＤ回路、１７はＮＯＲ回路、１８、１９、２０
は出力端子、２１はドライバ回路、２２、２３はコントローラ側から制御される入力端子
である。ここで、立ち上がり遅延回路１０、１３と立ち下がり遅延回路１１、１２で遅延
回路部を構成し、ＯＲ回路１４とＡＮＤ回路１５、１６とＮＯＲ回路１７で論理回路部を
構成する。
【００２１】
　装置構成としては、シングルエンデッドレシーバ回路６の入力にＵＳＢデータの受信入
力端子３ａが、シングルエンデッドレシーバインバータ回路７の入力にＵＳＢデータの受
信入力端子３ｂが、そしてＵＳＢデータの受信入力端子３ａ、３ｂにそれらのＵＳＢデー
タを入力信号とする差動コンパレータ回路５が、それぞれ接続されている。
【００２２】
　シングルエンデッドレシーバ回路６の出力は、立ち上がり遅延回路１０と立ち下がり遅
延回路１１の入力に接続され、シングルエンデッドレシーバ回路６の出力電圧の変化する
エッジを検出し、立ち下がり遅延回路１１の出力と差動コンパレータ回路５の出力は、Ａ
ＮＤ回路１５の入力に接続され、ＡＮＤ回路１５の出力と立ち上がり遅延回路１０の出力
はＯＲ回路１４の入力に接続され、ＯＲ回路１４の出力はＵＳＢデータの受信入力端子３
ａ側の出力端子１８へ接続される。
【００２３】
　同様に、シングルエンデッドレシーバインバータ回路７の出力は、立ち上がり遅延回路
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１３と立ち下がり遅延回路１２の入力に接続され、シングルエンデッドレシーバインバー
タ回路７の出力電圧の変化するエッジを検出し、立ち下がり遅延回路１２の出力と差動コ
ンパレータ回路５の出力は、ＡＮＤ回路１６の入力に接続され、ＡＮＤ回路１６の出力と
立ち上がり遅延回路１３の出力はＮＯＲ回路１７の入力に接続され、ＮＯＲ回路１７の出
力はＵＳＢデータの受信入力端子３ｂ側の出力端子１９へ接続される。
【００２４】
　ドライバ回路２１は、コントローラ側からの制御端子である入力端子２２、２３のドラ
イブ信号をバッファし、その出力信号により、ＵＳＢデータの受信入力端子３ａ、３ｂを
共通使用する出力端子を駆動するような回路構成になっている。ここで、ドライバ回路２
１は、その出力信号が双方向・半二重動作をサポートする構成になっている。
【００２５】
　以上のように構成されたＵＳＢトランシーバについて、その動作を図２を用いて以下に
説明する。
　図２は本実施の形態のＵＳＢトランシーバにおける動作中の電圧状態を示す波形図であ
る。図２において、ＰＡＣＫＥＴ期間は受信入力端子３ａ、３ｂのそれぞれからＵＳＢデ
ータが互いに逆位相で入力される期間であり、ＥＯＰ期間は受信入力端子３ａ、３ｂのそ
れぞれからＵＳＢデータが互いに同一位相で入力される期間である。また、Ｔ１、Ｔ２、
Ｔ３、Ｔ４は出力波形の時間軸上の各タイミングにおける遅延時間である。また、ＰＡＣ
ＫＥＴ期間において、受信入力端子３ａ、３ｂには、それぞれスキューのない入力波形２
０１、２０２の信号が入力されているものとする。
【００２６】
　受信入力端子３ａから入力された波形２０１の信号は、シングルエンデッドレシーバ回
路６に入力されると同時に、差動コンパレータ回路５の（＋）端子にも入力される。また
、同様に受信入力端子３ｂから入力された波形２０２の信号は、シングルエンデッドレシ
ーバインバータ回路７に入力されると同時に、差動コンパレータ回路５の（－）端子にも
入力される。
【００２７】
　差動コンパレータ回路５は、受信入力端子３ａ、３ｂから波形２０１、２０２で示され
る入力信号を受けて動作し、出力端子２０には、波形２０１、２０２の入力信号に対して
、回路伝達時間により時間差が生じ、ロウレベルからハイレベルに変化する時に遅延時間
Ｔ１を持ち、ハイレベルからロウレベルに変化する時に遅延時間Ｔ３を持った波形２０３
の信号が出力される。
【００２８】
　シングルエンデッドレシーバ回路６からの出力信号８は、波形２０４で示され、立ち上
がり遅延回路１０と立ち下がり遅延回路１１に入力され、出力信号８の電圧変化を検出し
、立ち上がり遅延回路１０の出力はロウレベルからハイレベルに変化する信号について遅
延時間Ｔ２を持った波形２０６の信号が出力され、立ち下がり遅延回路１１の出力はハイ
レベルからロウレベルに変化する信号について遅延時間Ｔ４を持った波形２０７の信号が
出力される。
【００２９】
　そして、ＡＮＤ回路１５には立ち下がり遅延回路１１の出力信号と出力端子２０の信号
が入力され、そのＡＮＤ回路１５の出力信号は、波形２１０のように、ロウレベルからハ
イレベルに変化する時に遅延時間Ｔ１を持ち、ハイレベルからロウレベルへ変化する時に
遅延時間Ｔ３を持つ信号となる。
【００３０】
　ＡＮＤ回路１５の出力信号と立ち上がり遅延回路１０の出力信号がＯＲ回路１４に入力
されることにより、出力端子１８には、受信入力端子３ａからの波形２０１の信号に対し
、波形２１２のように、ロウレベルからハイレベルに変化する時に遅延時間Ｔ１を持ち、
ハイレベルからロウレベルに変化する時に遅延時間Ｔ３を持つ信号が出力される。
【００３１】



(7) JP 4688703 B2 2011.5.25

10

20

30

40

50

　ここで、ＡＮＤ回路１５の出力と立ち上がり遅延回路１０の出力をＯＲ回路１４により
論理和を取っているのは、差動コンパレータ回路５の出力端子２０にノイズ等が発生し、
その電位レベルが変動した場合でも出力端子１８の信号が変動しない効果を持たせるため
である。
【００３２】
　また、同様に、受信入力端子３ｂから受信入力端子３ａの波形２０１とは逆位相の波形
２０２で示される信号を入力するシングルエンデッドレシーバインバータ回路７は、その
入力信号に対して反転された波形２０５で示される出力信号９に変換される。
【００３３】
　この出力信号９は、立ち下がり遅延回路１２と立ち上がり遅延回路１３とに入力され、
出力信号９の電圧変化を検出し、立ち下がり遅延回路１２の出力は、波形２０８で示され
るように、受信入力端子３ｂのハイレベルからロウレベルに変化する信号について、遅延
時間Ｔ２を持った信号が出力され、立ち上がり遅延回路１３の出力は、波形２０９で示さ
れるように、受信入力端子３ｂのロウレベルからハイレベルに変化する信号について、遅
延時間Ｔ４を持った信号が出力される。
【００３４】
　そして、ＡＮＤ回路１６には立ち下がり遅延回路１２の出力信号と出力端子２０の信号
が入力され、そのＡＮＤ回路１６の出力信号は、波形２１１のように、ロウレベルからハ
イレベルに変化する時に遅延時間Ｔ１を持ち、ハイレベルからロウレベルへ変化する時に
遅延時間Ｔ３を持つ信号となる。
【００３５】
　ＡＮＤ回路１６の出力信号と立ち上がり遅延回路１３の出力信号がＮＯＲ回路１７に入
力されることにより、出力端子１９には、受信入力端子３ｂの信号に対し、波形２１３の
ように、ハイレベルからロウレベルに変化する時に遅延時間Ｔ１を持ち、ロウレベルから
ハイレベルに変化する時に遅延時間Ｔ３を持つ信号が出力される。
【００３６】
　ここで、ＡＮＤ回路１６の出力と立ち上がり遅延回路１３の出力をＮＯＲ回路１７によ
り論理和を取っているのは、差動コンパレータ回路５の出力端子２０にノイズ等が発生し
、その電位レベルが変動した場合でも、出力端子１９が変動しない効果を持たせるためで
ある。
【００３７】
　次に、受信入力端子３ａ、３ｂの各ＵＳＢデータとして入力波形２０１、２０２が同一
位相で入力されるＥＯＰ期間の動作を説明する。
　受信入力端子３ａから入力された波形２０１の信号は、シングルエンデッドレシーバ回
路６に入力されると同時に、差動コンパレータ回路５の（＋）端子にも入力される。また
、同様に受信入力端子３ｂから入力された波形２０２の信号は、シングルエンデッドレシ
ーバインバータ回路７に入力されると同時に、差動コンパレータ回路５の（－）端子にも
入力される。
【００３８】
　差動コンパレータ回路５は、ＥＯＰ期間では、受信入力端子３ａ、３ｂに同一位相のＵ
ＳＢデータが入力されるため動作せず、出力端子２０には、波形２０３のＥＯＰ期間の信
号が出力される。出力端子１８、１９には、ＥＯＰの期間に受信入力端子３ａ、３ｂに入
力されるＵＳＢデータが変化した場合も、前述のＰＡＣＫＥＴ期間と同様の回路動作によ
り、同様の信号が出力される。
【００３９】
　また、受信入力端子３ａ、３ｂから出力端子１８、１９への回路要因による伝達遅延時
間の差が、出力端子１８と出力端子１９の間に発生しないように、各遅延回路１０、１１
、１２、１３は、それぞれ同様の回路規模の構成にすることが望ましい。
【００４０】
　なお、立ち上がり遅延回路１０、１３と立ち下がり遅延回路１１、１２の各回路の遅延
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の関係は、それぞれＴ１＜Ｔ２、Ｔ３＜Ｔ４である必要がある。
【００４１】
　以上のように本実施の形態によれば、受信信号としてＵＳＢデータの受信入力端子３ａ
、３ｂに入力されたデータ信号は、回路伝達遅延の発生を最小限に抑えてスキューを最小
状態に抑えたデータ信号にして、コントローラ側に接続される出力端子１８、１９、２０
からのデータ信号として、コントローラ側に出力することができる。
【００４２】
　その結果、ＵＳＢを通じてコントローラ側へ入力されたデータ信号に対して、コントロ
ーラ側のマイコンへの取り込みのタイミングずれをなくして、コントローラ側でのデータ
信号の取り込みエラーの発生を抑えることができ、システム全体での誤動作を確実になく
すことができる。
【産業上の利用可能性】
【００４３】
　本発明のＵＳＢトランシーバは、ＵＳＢを通じてコントローラ側へ入力されたデータ信
号に対して、コントローラ側のマイコンへの取り込みのタイミングずれをなくして、コン
トローラ側でのデータ信号の取り込みエラーの発生を抑えることができ、システム全体で
の誤動作を確実になくすことができるもので、ＵＳＢ端子を搭載した携帯電話やＰＤＡ端
末、パソコンなどの携帯電子機器や、その周辺機器等のＵＳＢ対応機器に有用である。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の実施の形態のＵＳＢトランシーバの構成を示す回路ブロック図
【図２】同実施の形態のＵＳＢトランシーバの動作における電圧状態を示す波形図
【図３】従来のＵＳＢトランシーバの構成を示す回路ブロック図
【図４】同従来例のＵＳＢトランシーバの動作における電圧状態を示す波形図
【符号の説明】
【００４５】
　３ａ、３ｂ、３３ａ、３３ｂ　　ＵＳＢデータの受信入力端子
　５、３５　　差動コンパレータ回路
　６、３６、３７　　シングルエンデッドレシーバ回路
　７　　シングルエンデッドレシーバインバータ回路
　８　　シングルエンデッドレシーバ回路の出力信号
　９　　シングルエンデッドレシーバインバータ回路の出力信号
　１０、１３　　立ち上がり遅延回路
　１１、１２　　立ち下がり遅延回路
　１４　　ＯＲ回路
　１５、１６　　ＡＮＤ回路
　１７　　ＮＯＲ回路
　１８、１９、２０、３８、３９、４０　　出力端子
　２１、４１　　ドライバ回路
　２２、２３、４２、４３　　入力端子
　ＰＡＣＫＥＴ　　逆位相入力期間
　ＥＯＰ　　同一位相入力期間
　Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４　　遅延時間
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